
1/4 円 OABに円 Cが内接している。図のように 1/4円に

内接し円 C に外接する円の中心 Q から OC に下ろした

垂線の足を Pとするとき，OQ+QP=2OPを証明せよ。 

 

 

（証） 
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1
円 O，円 C，円 Qの半径をそれぞれ rRa ,, とし， 

円 C，円 Qが OAと接する点をそれぞれ K，Hと 

すると，図の作り方から 
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ここで，∠COQ＝α   450  とおくと，∠QOH＝ 45 であるから  
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また，  
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よって OQ+QP=2OP（終証） 

 

（補足） 
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△OPQは，3:4:5の直角三角形 

（2012/6/10 時岡） 


